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足利市民活動センター 
 
開館時間 ： 平日 午前１０時～午後７時 
 
〒３２６－００５１ 
栃木県足利市大橋町１丁目２００６－３ 
TEL ０２８４（４４）７３１１ 

FAX ０２８４（４４）７３１２ 
mail info@shimin-act.jp 

HP  http://www.shimin-act.jp 



 
 
  「時間の花は一人ずつ違う美しさで咲いていた」（モモ）という心ふるわす言葉がある。青

年たちはだれでもみんな一人ひとり、可能性という未来から吹く風をはらんで生きている。「探

しても探しても あなたの望む花がないなら 自分がそれにおなりなさい」と、車いすの詩人・

小曽根俊子さんも歌っている。いまを生きている存在そのものが、それぞれに多様であること

が、素晴らしいことなのだ。そして、私たちは大きな“いのち”の流れの中で生かされている。

お互いに、その“いのち”を生かし合うつながりを創りあげてゆくことが、希望を紡ぐということ

なのだ。 

 「われわれを幸福にするのは、われわれの夢であり、大きな希望であるということを、しっか

りと自分に刻み込む必要がある。つねに愛に左右されていること、それこそ私が“希望”と呼

ぶものなのだ」（Ｊ・Ｒ・ユグナン）。まさに未来は美しい夢を信じる人のためにある。 

 「私たちは、どのような社会をめざすのか？」。新しい自分の発見をもたらすボランティアの

心と、ミッション（使命）を果たすためのＮＰＯの志。どちらも、すべての答えは地域の現場にあ

る。そして、すべては夢から始まる。 

 風の谷のナウシカが、腐海を通り過ぎることによって浄化されるように、わたしたちの活動も

“協働”という混沌の海をくぐり抜けてこそ、癒しと創造の場にたどり着くように思える。わたし

たちは、いつでも、弱いいのちに寄り添い、つながる、ラディカルな（根源的な）ひたむきさを

持ちつづけなければ、と魂の底から思うのである。日常の小さなことに真正面から取り組むこ

となしに、大きな活動に走るのは、やはりどこか違っている。 

自分の身近な人の病気の世話をすることの中で、いのちの尊厳を思う。自分の畑で野菜をつ

くる中で、自然への畏敬を感じる。日々の暮らしの場のささやかな一歩の積み重ねの上に、

時代と社会は創られていくのである。                             （Ｍ生） 

 
 
 

              足利っ子わいわいフェスタ実行委員会 事務局次長   三田和子 
足利っ子わいわいフェスタ(以下わいフェス)が今年も 11 月 3 日文化の日に足利市民プラザ

を借り切って行われました。当日は少々北風の吹く寒空ではありましたが、子どもからおとな

まで 1500 人が集いました。わいフェスは、子どもたちのやりたいことを実現するおまつりです。

開催当初からおとなは子どもの声に耳を傾け、じっと待ち、子どもたちが主体的につくりあげ

ていくことを支援し、子ども会議を何度も開きながら当日を迎えてきました。支援するおとなは

毎回「これでいいのか」とより良い方法をさぐり、そして何度もゆらぎ、それでも「わいフェスっ

て楽しい」「またやりたい」という子どもたちに後押しされ、今年 6 回目を迎えました。 

わいフェスを経験した子どもたちが今度は実行委員をやりたいと自ら手を挙げ、子ども会

議に参加するようになったことで会議は年々活発になり、今年はキャラクターさがし・じゃんけ

んラリー・宝さがし・○×クイズと四つもの子ども実行委員企画のイベントが行われました。ま

た、今までわいフェスを支える大切な役割、当日ボランティアとして参加してくれていた中高生

が、自分たちで企画して模擬店を出したり、バンドライブを行なったりと今までにない取り組み

も生まれました。来年またどんな企画が出てくるか楽しみです。 

わいフェスのおまつりそのものはたった一日ですが、わいフェスに向かっていく過程の中で

子どももおとなも大切な何かを見つけられる・・・。わいフェスはこれからもそんなおまつりであ

り続けたいです。 

＊「つねに愛に左右されていること・・それこそが希望」＊ 

＊足利っ子わいわいフェスタを終えて＊ 



＊ツイッターで足利を元気に！＊  
 
                            山田雅俊  

だがね組・足利テレビ代表の山田雅俊と申します。だがね組はツイッターを通 

じて知り合った足利市の在住者および通勤通学者が今年 6 月に設立しました。 

任意団体を経て現在は特定非営利活動法人コミュニケーション・ラボにおいて 

「まちづくりの推進を図る活動」のだがね組として活動しています。 

 私たちの目的は足利市を中心とした地域コミュニティ活動の PR、地域のイベントや商店の

PR などを放送し、地域活性化やまちづくりのお手伝いをすることです。そのためにインターネ

ットテレビ局である足利テレビを作り、地域活動と相性が良いツイッターやユーストリームなど

の IT 技術を活用します。 

 私が把握しているだけで 300 人以上が足利市在住と掲載してツイッターを楽しんでいます

が人口に占める割合は僅かです。そこで足利市民活動センターを中心にツイッター初心者講

座を行い、足利市でのツイッター普及を目指します。ツイッター初心者講座は主に毎月第一

木曜日に足利市民活動センターで夜 7 時より開講しています。講座情報はだがね組のホー

ムページに掲載中です。携帯電話が 1 個あれば始めることができますのでお気軽にご参加く

ださい。参加ご希望の方は山田宛までご連絡ください。 

 ホームページへのアクセスは Yahoo!や Google などの検索エンジンで「足利テレビ」または

「だがね組」と検索していたければ上位に表示されますのでこれを機会に是非読んで頂けれ

ば幸いです。 

 今後ともよろしくお願いいたします。 

 
 

 
 

あしかが さぽ～と会 ・ 代表   益本 仁 
 

 平成２０年１０月、有志６人で活動を開始した「あしかが さぽ～と会」は、活動の理念を“市

民目線”でのまちづくり活動、と定め、観光の活性化がまちの活性化に繋がる、大きな要因の

１つであることに着目しました。 

 従来からある観光マップは、名所・旧跡を「点」表示しており、巡回しづらい内容となってい

たため、できる限り「面」表示になるよう作業を繰り返しました。 約２年をかけて完成したマッ

プの名称は、フォトガイドブック「まちなかウォーキングマップ」です。 いくつかの工夫とし

て・・・ 

★A５サイズで持ち歩きに便利★ガイドブックと巡回マップ（ミウラ折り）を一体化 

★目安となる時間・距離を表示★食事処・休憩処・土産処・トイレの場所等を表示 

★簡単なエピソード入り 等々。 

利便性の高い内容となるように、全員で知恵を出し合ったマップです。今後の活動目標として、

市内２２地区毎の地区ガイドブックを作成し、結果として足利市全体のガイドブックが完成で

きればと考えています。 

＊『 市民目線でのまちづくり活動 』＊ 



 
謹賀新年 

明けましておめでとうございます。 

みなさまには、日頃よりのご指導ご鞭撻、心より感謝申し上げます。 

おかげさまをもちまして、当センターも、知名度も少しずつ上がり、企画等の内容につき

ましても、各方面よりの評価は高まっております。 

これも、ひとえにみなさま方のお力添えがあればこそ、と思っております。 

本年も、尚一層の努力を尽くす所存でございますので、みなさまには、ご支援ご協力の

ほど、よろしくお願い申し上げます。 

足利市民活動センター 指定管理者  

特定非営利活動法人足利の風理事長 鈴木光尚 

 
  
☆「川島直人 水彩画作品展」報告 

   3 階のフリースペースで、「みんなの企画展」として、11 月 
の後半に「川島直人 水彩画作品展」を開催しましたところ、 
たくさんの方にお越しいただきました。純粋な心で細かな 
ところまで、丁寧に、丁寧に描かれた作品が観る人のこころ 
に沁み、観ているとなんとなく心が温かくなる、そんな直人く 
んの作品でした。 
「足利のまちって、いいなぁ！」･･と、足利の良さを再発見しました。 

直人くんのお母様には、お忙しい中、期間中毎日お越しいた 
だき、直接、観に来られた方に対応していただき、家族だからこそ 
の話などしていただき、ありがとうございました。(R) 
 

☆みんなのしゃべり場 ～ Ｐａｒｔ．６ ～  
    新年の賀詞交換会として開催する今回は、 “渡良瀬亭仲橋師匠”をお迎えして、

初笑いの高座をお楽しみいただきます。 

  日時：平成 23 年 1 月 25 日(火)午後 7 時～9 時  
  場所：足利市民活動センター3F 
  問合・申込：足利市民活動センター （ＴＥＬ：４４－７３１１） 
   

 
 

☆みんなの広場 ～ １月・２月のご案内 ～ 
＊布あそび展（１月５日～２０日）  ＊ペルー展（１月２４日～２月３日） 
＊藍染展（２月７日～２月１７日）  ＊押し花キャンドル展（２月２１日～３月３日） 

 
☆相談室＆講座のご案内 

＊相談室 ＝ 毎月第２・第４水曜 午後２時～４時 ※詳しくは、別紙参照 

＊講  座 ＝ 毎月１回 午後７時～９時 ※詳しくは、別紙参照 
 

 

＊ センターからのご案内 ＊ 

インフォメーション   

新年明けましておめでとうございます！ 

一応、足利風の編集長を務めています“アイリ”と申します。少し恥ずかしい気も

しますが、皆さんに様々な情報を届けられればと思います（＾＾） （アイリ） 

編集後記 



日付 相談テーマ 相談員

1/12(水) 社会保険・労働保険のすべて 森 英史さん
（社会保険労務士）

1/26(水) 自分でできる
簡単リフォーム

亀山 賢造さん
（亀工房 代表）

2/9(水) 環境問題について 中庭 三夫さん
（ＮＰＯ法人足利水土里探偵団）

2/23(水) ツイッターって何？ 山田 雅俊さん
（だがね組 代表）

日付

“ 講座・相談室のご案内 ”

時間 午後２時～午後４時

会場 足利市民活動センター ２階 ワーキングルーム

会場 足利市民活動センター ２階 会議室 

時間 午後７時～午後９時

【 相談室 】

【 講座 】

ボランティア・コーディネーター～地域の現場からみえるもの～

ボランティア・コーディネーターと市民協働のまちづくり

〒３２６－００５１　　栃木県足利市大橋町１－２００６－３　　（☎　０２８４－４４－７３１１）

講座名

講師：前田利一さん(日光市民活動支援センター長）
講師：遠藤 茂さん(佐野市市民活動センター「ここねっと」センター長）

講師：安藤正知さん(宇都宮市民活動サポートセンター事務局長）

1/20(木)

2/17(木)

お問い合わせ・連絡先



期間 企画展名 出展者
1/5(水)

～1/20(木)

1/24(月)
～2/3(木)

2/7(月)
～2/17(木）

2/21(月)
～3/3(木)

展示会場 

展示時間 

休館日

“ 企 画 展 の ご 案 内 ”

布あそび展 近藤 節子さん

ペルー展

土 ・ 日 ・ 祝

仲宗根 エリカさん

藍染展 大川 公一さん

押し花キャンドル展 村井 逸久真さん

足利市民活動センター ３階 みんなの広場
（足利市大橋町１丁目２００６－３  ☎０２８４－４４－７３１１）

午前１０時～午後７時




